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本研究は、地域コミュニティの防災活動を支援する協働的な行動実践化技法

である「四面会議システム」について述べる。四面会議は、「SWOT 分析」、「四

面会議図」、「ディベート」、「行動計画書」で構成されている。従来の防災活動

分野の住民参加型のワークショップ技法が、問題意識の共有と個人レベルの災

害対処に重点を置いていることに対し、この技法はその上、実現可能性を担保

する多主体共同の行動計画の形成を目指している。 

京都市中京区朱雀第八学区の自主防災会を対象に「安全・安心なマップづく

り」をテーマにする四面会議が実施された。四面会議を通じて、参加者間の問

題意識の共有と協働で行動計画していく知識共有ができ、協働的な行動実践化

技法としての効果と有用性が示された。 
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